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研究課題の概要

　ヘリコバクター・ピロリ（ピロリ菌）感染は、胃癌を引き起こす感染症であるが、ブータンをはじめ途上国で

は対策がなされていない。抗菌薬不適正使用のため、ピロリ菌抗菌薬耐性は地球規模で警告レベルであ

る。ブータンは、ピロリ菌感染率が7割を超え、胃癌死亡率世界3位であり、胃癌は死を意味する。そこで、

1）迅速ピロリ菌検査法、2）迅速薬剤感受性試験をブータン研究者とともに確立させ、ブータンへの技

術移転を目指し、3）遠隔教育を含めた内視鏡教育プログラムを通して、微生物学と内視鏡学を両輪と

したピロリ菌診断治療ガイドラインを作成する。これをもとにブータン保健省と連携して、4）ピロリ菌／胃癌

全国調査・除菌を実施する。

感染症分野

研究領域

「開発途上国のニーズを踏まえた感染症対策研究」
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